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家庭用ラドンモニターを用いた洞窟中のラドン濃度測定

Radon measurement in caves by a household use radon monitor
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1995年の兵庫県南部地震では西宮市地下水中ラドン濃度の上昇、大気中ラドン濃度の上昇が報
告されている。私達は廉価な家庭用ラドン測定器を用いて空気中のラドン測定をおこない、地震
予知の可能性を探っている。ラドン測定器として、SUN NUCLEAR CorporationのRadon
Monitor, Model 1028, 1029を用いている。この測定器は、数Bq/m3オーダーの大気中のラドン濃
度の日変化を測定できる程には感度は良くはないが、数十Bq/m3程度のラドン濃度の高い場所で
の測定に有効である。また、9V Li電池で1h毎、1ヶ月間以上の連続測定が可能である。しかし、
湿気に弱いという欠点がある。
 今回は、この測定器の測定精度を調べるためにキャリブレーションをおこなった。その結果を
報告する。また、大気中のラドン濃度の高くなる可能性のある場所として、洞窟を選定した。し
かし、洞窟内は湿気が高いので検出器が壊れることがある。そこで、ポータブルデシケータ中に
検出器を入れて除湿しながら測定することを試みた。今回は岡山県下の洞窟で2ヶ月間、島根県
石見銀山の洞窟で約1ヶ月間、連続観測を試みたので、その結果も報告する。
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